
 

 

 

 

 

①  検査ができる状態になり、順番がきたら案内します。 

（通常 14 時から開始です。） 

 

②  検査着に着替え、処置室で点滴をします。（水分補給と鎮静剤などの薬をいれるため） 

点滴を押しながら、内視鏡室に移動します。 

 

③  検査中は薬を 4種類使います。(全てを使わない場合もあります） 

・ 腸の動きをおさえる薬 

・ 鎮静剤 

・ 鎮痛剤 

・ 目覚めをよくする薬 

※鎮静剤を使用する場合は別途同意書が必要です。 

 

④  検査は左横向きで行います。途中、体の向きをかえることがあります。 

肛門から盲腸まで観察します。 

カメラを入れやすくするために、お腹をおさえることがあります。 

 

⑤  検査時間は終了まで平均 30 分位ですが、個人差があります。 

検査後は 1時間程度休んでいただきます。 

（鎮痛剤のみ使用の方は 30 分程度） 

 

 

＊癌の鑑別のための組織検査など、 

保険請求、自己負担金が発生することがあります。 

（医師が必要と認めた場合） 

内容によっては、2～3日は刺激物やアルコールの 

摂取はできません。 

内服薬の再開は、かかりつけ医の指示に 

従ってください。 

                                   

大腸内視鏡検査を受ける方へ 



 


